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    規     則 

和歌山県規則第7号 

 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行細則の一部を改正する規則を次のように定める。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行細則の一部を改正する規則 

 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行細則（昭和42年和歌山県規則第15号）の一部を次のよう

に改正する。 

 第2条中「第23条第2項」を「第22条第2項」に改める。 

県 章 

発行 和   歌   山   県 

和歌山市小松原通一丁目 1番地 

毎週火、金曜日発行 和歌山県報



    和歌山県報  第 2532 号 平成 26 年 2 月 21 日（金曜日） 

－ 2 － 

 第8条第1項中「保護者」を「家族等（法第33条第2項に規定する家族等をいう。以下同じ。）」に改め

る。 

 第8条の2及び第9条中「保護者」を「家族等」に改める。 

 第12条第2項中「省令」を「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行規則（昭和25年厚生省令第3

1号。以下「省令」という。）」に改める。 

 第16条中第2号を削り、第3号を第2号とし、第4号を削る。 

 第18条中「第33条の4第5項」を「第33条の7第5項」に、「第33条の4第2項・第4項」を「第33条の7第2

項」に改める。 

 第20条の見出しを「（家族等の同意）」に改める。 

 第21条を次のように改める。 

第21条 削除 

 別記第1号様式中「第23条第1項」を「第22条第1項」に改める。 

 別記第2号様式を次のように改める。 
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別記第 2 号様式(第 3条関係) 

 

退院の申出があった旨の届出書 

年   月   日 

  和歌山県知事 様 

病 院 名  

所 在 地  

管理者名                ○印  

 

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第 26条の 2の規定により、次のとおり届け出ます。

入 院 者 

氏 名  （ 男 ・ 女 ）

生 年 月 日 年   月   日 

入院年月日 年   月   日 

入 院 の 種 別 

1 任意入院 

 

2 医療保護入院 

保険の

種 類

(○印）

1 健保 ( 本人 ・ 家族 )  

2 国保 ( 一般 ・ 退職本人 ・ 退職家族 ) 

3 船保 ( 本人 ・ 家族 ) 

4 各種共済 ( 本人 ・ 家族 ) 

5 老保 6 生保 ( 受給中 ・ 申請中 )  

7 労災 8 保険未加入 

9 その他(               ) 

退院予定年月日 年   月   日 

症 状 の 概 要   

家 族 等 

住所
都 道

府 県
 

氏名
（満  歳）

入 院 者 

との続柄 

退 院 し た 時 の 

本 人 の 帰 住 先 
  

備 考   
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 別記第6号様式を次のように改める。 
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 別記第６号様式（第５条関係） 

 

措 置 入 院 に 関 す る 診 断 書 

 

申 請 等 の 形 式 

 
ⅰ 親族又は一般人申請（第22条）  ⅱ 警察官通報（第23条） 

ⅲ 検察官通報（第24条）      ⅳ 保護観察所長通報（第25条） 

ⅴ 矯正施設長通報（第26条）    ⅵ 精神科病院管理者届出（第26条の２） 

ⅶ 医療観察法対象者 [指定通院医療機関管理者通報、保護観察所長通報]（第26条の３） 

ⅷ 都道府県知事・指定都市市長職務診察（第27条第２項）  

申 請 等 の 添 付 資 料 ⅰ あり     ⅱ なし 

被 診 察 者 
（ 精 神 障 害 者 ） 

フリガナ  

生年

月日
 

 

年   月   日生
 

(満   歳)
氏 名 (男･女)

住 所 
都 道        
府 県        

職 業 
 

 
  

病 名 

1 主たる精神障害 

 

ICD カテゴリー (     )

2 従たる精神障害 

 

ICD カテゴリー (     )

3 身体合併症 

 
 

生 活 歴 及 び 現 病 歴 
 

推定発病年月、精神科

受診歴等を記載するこ

と。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(陳 述 者 氏 名                     続柄     ) 

初 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

前 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

初 回 か ら 前 回 ま で の 
入 院 回 数 

計     回 

重大な問題行動（Ａはこ
れまでの、Ｂは今後おそ
れある問題行動） 

現在の精神症状、その他の重要な症状、問題行動等、現在の状態像（該当のローマ数字及び算用数
字を○で囲むこと。） 

01 殺人 

02 放火 

03 強盗 

04 強姦 

05 強制わいせつ 

06 傷害 

07 暴行 

08 恐喝 

09 脅迫 

10 窃盗 

11 器物損壊 

12 弄火又は失火 

13 家宅侵入 

14 詐欺等の経済

的な問題行動 

15 自殺企図 

16 自傷 

17 その他 

00 (         ) 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

＜現在の精神症状＞ 

Ⅰ 意識 

  1 意識混濁  2 せん妄  3 もうろう  4 その他 ( )

Ⅱ 知能（軽度障害、中等度障害、重度障害） 

Ⅲ 記憶 

  1 記銘障害  2 見当識障害  3 健忘  4 その他 ( )

Ⅳ 知覚 

  1 幻聴  2 幻視  3 その他 ( )

Ⅴ 思考 

  1 妄想  2 思考途絶  3 連合弛緩  4 滅裂思考  5 思考奔逸 

  6 思考制止  7 強迫観念  8 その他 ( )

Ⅵ 感情・情動 

  1 感情平板化  2 抑うつ気分  3 高揚気分  4 感情失禁 

  5 焦燥・激越  6 易怒性・被刺激性亢進  7 その他 ( )

Ⅶ 意欲 

  1 衝動行為  2 行為心迫  3 興奮  4 昏迷  5 精神運動制止 

  6 無為・無関心  7 その他 ( )
Ⅷ 自我意識 
  1 離人感  2 させられ体験  3 解離  4 その他 ( )
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    Ⅸ 食行動 

  1 拒食  2 過食  3 異食  4 その他 ( )

 

＜その他の重要な症状＞ 

  1 てんかん発作  2 自殺念慮  3 物質依存 ( )

  4 その他 ( )

 

＜問題行動等＞ 

  1 暴言  2 徘徊  3 不潔行為  4 その他 ( )

 

＜現在の状態像＞ 

  1 幻覚妄想状態  2 精神運動興奮状態  3 昏迷状態 

  4 統合失調症等残遺状態  5 抑うつ状態  6 躁状態  7 せん妄状態 

  8 もうろう状態  9 認知症状態  10 その他 ( )

診 察 時 の 特 記 事 項 

 

医 学 的 総 合 判 断 Ⅰ 要措置     Ⅱ 措置不要 

以上のように診断する。 
    年    月    日

精神保健指定医氏名 

署名 

 

(行政庁における記載欄) 

診察に立会った者 

(親権者、配偶者等) 

 

氏名              （男・女） 続柄又は職業        年齢   歳 

診 察 場 所  

診 察 日 時      年   月   日   時   分 ～    時   分 

職 員 氏 名  

行 政 庁 の 措 置  

行 政 庁 メ モ  
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記 載 上 の 留 意 事 項 

 

１ 生活歴及び現病歴の欄は、他診療所及び他病院での受診歴をも聴取して記載すること。 

 

２ 平成20年３月31日以前に広告している神経科における受診歴を精神科受診歴等に含むこととす

る。 

 

３ 初回及び前回入院期間の欄は、他病院での入院歴・入院形態をも聴取して記載すること。 

 

４ 重大な問題行動の欄には、Ａはこれまでに認められた問題行動を、Ｂは今後おそれのある問題

行動を指し、該当する全ての算用数字、Ａ及びＢを○で囲むこと。 

 

５ 現在の精神症状、その他の重要な症状、問題行動等、現在の状態像の欄は、一般にこの書類作

成までの過去数か月間に認められたものとし、主として最近のそれに重点を置くこと。 

 

６ 診察時の特記事項の欄は、被診察者の受診態度、表情、言語的及び非言語的なコミュニケーシ

ョンの様子、診察者が受ける印象等について記載すること。 

 

７ 診断した精神保健指定医氏名の欄は、精神保健指定医自身が署名すること。 

 

８ 選択肢の欄は、それぞれ該当する算用数字、ローマ数字等を○で囲むこと。 
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 別記第8号様式中「保護者」を「家族等」に、「から、」を「旨、」に改める。 

 別記第8号様式の2中「保護者」を「家族等」に改める。 

 別記第8号様式の3中「保護者」を「家族等」に、 
 
「

住 所  性  別 男 ・ 女 
 

を 
 

氏 名  生年月日   年  月  日

」
 
「

住  所    
 

に改める。 
 

氏  名  性 別  

」

 
生年月日               年   月   日 

 

 

 別記第9号様式中「保護者」を「家族等」に、 
 
「

帰住地  性  別 男 ・ 女 
 

を 
 

氏 名  生年月日   年  月  日

」
 
「

帰 住 地    
 

に改める。 
 

氏  名  性 別  

」

 
生年月日               年   月   日 

 

 別記第10号様式（記載上の留意事項を除く。）を次のように改める。 
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 別記第10号様式（第10条関係） 

措 置 入 院 者 の 症 状 消 退 届 

 
   年   月   日 

 

和歌山県知事         様 
 

病 院 名 
 
所 在 地 
 
管理者名 印 

 

下記の措置入院者について措置症状が消退したと認められるので、精神保健及び精神障害者福

祉に関する法律第29条の５の規定により届け出ます。 

 

措 置 入 院 者 

フリガナ  
生 年

月 日
 

 
 

年  月  日生

（満  歳）
氏 名 （男･女）

住 所 
都 道       
府 県       

措 置 年 月 日            年    月    日 

病 名 

1 主たる精神障害 
 
 
ICD カテゴリー(   )

2 従たる精神障害 
 
 
ICD カテゴリー(   )

3 身体合併症 

入院以降の病状又は 
状 態 像 の 経 過 

 
措置症状消退と関連
して記載すること。 
 

 

措置症状の消退を認めた 
精 神 保 健 指 定 医 氏 名 

署名 

措置解除後の処置に
関 す る 意 見 

1 入院継続（任意入院・医療保護入院・他科）  2 通院医療  3 転医 
4 死亡  5 その他（          ） 

退 院 後 の 帰 住 先 
1 自宅（ⅰ 家族と同居  ⅱ 単身）  2 施設 
3 その他（          ） 

帰 住 先 の 住 所 
都 道       
府 県       

訪 問 指 導 等 に 
関 す る 意 見 

 

障害福祉サービス等
の活用に関する意見 

 

主 治 医 氏 名  
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 別記第12号様式中 
 
「

を フリガナ 

氏 名 

 

            印 

性

別
男・女 

生 年

月 日
   年  月  日 

」 
 
「

に改める。 フリガナ 

氏 名 

 

                  印 

生 年

月 日
   年  月  日 

」 
 

 別記第12号様式の2中 
 
「

を    年   月  日生（  歳） 男 ・ 女 

」
 
「

に改める。           年   月  日生（  歳）

」
 

 別記第16号様式の2中性別の欄を削る。 

 別記第17号様式から別記第17号様式の3までを次のように改める。 
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 別記17号様式（第16条関係） 

 

医 療 保 護 入 院 者 の 入 院 届 
 

   年   月   日 

和歌山県知事         様 

 
 

病 院 名 

所 在 地 

管理者名 印 
 

医 療 保 護 入 院 者 

フリガナ  

生年

月日
 

 

年   月   日生
 

(満   歳)
氏 名 (男･女)

住 所 
都 道        
府 県        

家 族 等 の 同 意 に よ り 
入 院 し た 年 月 日 

      年    月    日 

今回の入
院年月日

 年   月   日

入院形態
  

第34条による移送の有無 あり          なし 

病 名 

1 主たる精神障害 

 

 

ICD カテゴリー (     )

2 従たる精神障害 

 

 

ICD カテゴリー (     )

3 身体合併症 

生 活 歴 及 び 現 病 歴 
 

推定発病年月、精神科

受診歴等を記載するこ

と。 

 

（特定医師の診察により

入院した場合には特定医

師の採った措置の妥当性

について記載すること。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(陳 述 者 氏 名                     続柄     ) 

初 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

前 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

初 回 か ら 前 回 ま で の 
入 院 回 数 

計     回 

＜現在の精神症状＞ Ⅰ 意識 

  1 意識混濁  2 せん妄  3 もうろう  4 その他 ( )

Ⅱ 知能（軽度障害、中等度障害、重度障害） 

Ⅲ 記憶 

  1 記銘障害  2 見当識障害  3 健忘  4 その他 ( )

Ⅳ 知覚 

  1 幻聴  2 幻視  3 その他 ( )
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  Ⅴ 思考 

  1 妄想  2 思考途絶  3 連合弛緩  4 滅裂思考  5 思考奔逸  6 思考制止 

  7 強迫観念  8 その他 ( )

Ⅵ 感情・情動 

  1 感情平板化  2 抑うつ気分  3 高揚気分  4 感情失禁  5 焦燥・激越 

  6 易怒性・被刺激性亢進  7 その他 ( )

Ⅶ 意欲 

  1 衝動行為  2 行為心迫  3 興奮  4 昏迷  5 精神運動制止 

  6 無為・無関心  7 その他 ( )

Ⅷ 自我意識 

  1 離人感  2 させられ体験  3 解離  4 その他 ( )

Ⅸ 食行動 

  1 拒食  2 過食  3 異食  4 その他 ( )

 

＜その他の重要な症状＞   1 てんかん発作  2 自殺念慮  3 物質依存 ( )

  4 その他 ( )

 

＜問題行動等＞   1 暴言  2 徘徊  3 不潔行為  4 その他 ( )

 

＜現在の状態像＞   1 幻覚妄想状態  2 精神運動興奮状態  3 昏迷状態 

  4 統合失調症等残遺状態  5 抑うつ状態  6 躁状態  7 せん妄状態 

  8 もうろう状態  9 認知症状態  10 その他 ( )

医療保護入院の必要性 

 

患者自身の病気に対す

る理解の程度を含め、任

意入院が行われる状態

にないと判断した理由に

ついて記載すること。 

 

入 院 を 必 要 と 認 め た 
精 神 保 健 指 定 医 氏 名 

署名 

同 意 を し た 家 族 等 

氏 名 
(男･女)

続 柄

生年

月日

 年   月   日生

(男･女)

続 柄
 年   月   日生

住 所 

都 道  
府 県  

都 道  
府 県  

1 配偶者  2 父母（親権者で ある・ない）  3 祖父母等 

4 子・孫等  5 兄弟姉妹  6 後見人又は保佐人 

7 家庭裁判所が選任した扶養義務者（選任年月日 昭和・平成  年  月  日） 

8 市町村長 

 

審 査 会 意 見 

 

都 道 府 県 の 措 置 
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 記 載 上 の 留 意 事 項 

 

１    内は、精神保健指定医の診察に基づいて記載すること。 

  ただし、第34条による移送が行われた場合は、この欄は、記載する必要はないこと。 

 

２ 今回の入院年月日の欄は、今回貴病院に入院した年月日を記載し、入院形態の欄にそのときの

入院形態を記載すること。（特定医師による入院を含む。その場合は「第33条第１項・第４項入

院」、「第33条第３項・第４項入院」又は「第33条の７第２項入院」と記載すること。）なお、

複数の入院形態を経ている場合には、順に記載すること。 

 

３ 生活歴及び現病歴の欄は、他診療所及び他病院での受診歴をも聴取して記載すること。 

 

４ 平成20年３月31日以前に広告している神経科における受診歴を精神科受診歴等に含むこととす

る。 

 

５ 初回及び前回入院期間の欄は、他病院での入院歴・入院形態をも聴取して記載すること。 

 

６ 現在の精神症状、その他の重要な症状、問題行動等、現在の状態像の欄は、一般にこの書類作

成までの過去数か月間に認められたものとし、主として最近のそれに重点を置くこと。 

 

７ 入院を必要と認めた精神保健指定医氏名の欄は、精神保健指定医自身が署名すること。 

 

８ 家族等の氏名欄は、親権者が両親の場合は２人目を記載すること。 

 

９ 家族等の住所欄は、親権者が両親で住所が異なる場合に２つ目を記載すること。 

 

10 提出に当たっては、推定される医療保護入院による入院期間及び選任された退院後生活環境相

談員を記載した医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50号）第１条の５に規定する入院診療計画

書の写しを添付すること。 

 

11 選択肢の欄は、それぞれ該当する算用数字、ローマ数字等を○で囲むこと。 
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別記第17号様式の2 削除 
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 別記第17号様式の３（第16条関係） 

特定医師による医療保護入院者（第33条第１項・第４項又は第33条第３項・第４項） 

の入院届及び記録 
 

   年   月   日 

 

和歌山県知事         様  
病 院 名 

所 在 地 

管理者名 印 
 

医 療 保 護 入 院 者 

フリガナ  

生年

月日
 

 

年   月   日生
 

(満   歳)
氏 名 (男･女)

住 所 
都 道    
府 県    

家 族 等 の 同 意 に よ り 
入 院 し た 年 月 日 

    年    月    日 
 

(午前・午後    時) 

今回の入
院年月日

 年   月   日

入院形態
  

病 名 

1 主たる精神障害 

 

 

ICD カテゴリー (     )

2 従たる精神障害 

 

 

ICD カテゴリー (     )

3 身体合併症 

生 活 歴 及 び 現 病 歴 

 

推定発病年月、精神科

受診歴等を記載するこ

と。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(陳 述 者 氏 名                     続柄     ) 

初 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

前 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

初 回 か ら 前 回 ま で の 
入 院 回 数 

計     回 

＜現在の精神症状＞ Ⅰ 意識 

  1 意識混濁  2 せん妄  3 もうろう  4 その他 ( )

Ⅱ 知能（軽度障害、中等度障害、重度障害） 

Ⅲ 記憶 

  1 記銘障害  2 見当識障害  3 健忘  4 その他 ( )

Ⅳ 知覚 

  1 幻聴  2 幻視  3 その他 ( )
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  Ⅴ 思考 

  1 妄想  2 思考途絶  3 連合弛緩  4 滅裂思考  5 思考奔逸  6 思考制止 

  7 強迫観念  8 その他 ( )

Ⅵ 感情・情動 

  1 感情平板化  2 抑うつ気分  3 高揚気分  4 感情失禁  5 焦燥・激越 

  6 易怒性・被刺激性亢進  7 その他 ( )

Ⅶ 意欲 

  1 衝動行為  2 行為心迫  3 興奮  4 昏迷  5 精神運動制止 

  6 無為・無関心  7 その他 ( )

Ⅷ 自我意識 

  1 離人感  2 させられ体験  3 解離  4 その他 ( )

Ⅸ 食行動 

  1 拒食  2 過食  3 異食  4 その他 ( )

 

＜その他の重要な症状＞   1 てんかん発作  2 自殺念慮  3 物質依存 ( )

  4 その他 ( )

 

＜問題行動等＞   1 暴言  2 徘徊  3 不潔行為  4 その他 ( )

 

＜現在の状態像＞   1 幻覚妄想状態  2 精神運動興奮状態  3 昏迷状態 

  4 統合失調症等残遺状態  5 抑うつ状態  6 躁状態  7 せん妄状態 

  8 もうろう状態  9 認知症状態  10 その他 ( )

医療保護入院の必要性 

 

患者自身の病気に対す

る理解の程度を含め、

任意入院が行われる状

態にないと判断した理

由について記載するこ

と。 

 

入 院 を 必 要 と 認 め た 
特 定 医 師 氏 名 

署名 

確 認 し た 
精 神 保 健 指 定 医 氏 名 

署名 
 診察

日時
      年   月   日

(午前・午後    時) 

精神保健指定医が入院妥
当でないと判断した場合
の 理 由 

 

同 意 を し た 家 族 等 

氏 名 
(男･女)

続 柄

生年

月日

 年   月   日生

(男･女)

続 柄
 年   月   日生

住 所 

都 道  
府 県  

都 道  
府 県  

1 配偶者  2 父母（親権者で ある・ない）  3 祖父母等 

4 子・孫等  5 兄弟姉妹  6 後見人又は保佐人 

7 家庭裁判所が選任した扶養義務者 （選任年月日 昭和・平成  年  月  日） 

8 市町村長 

 

事 後 審 査 委 員 会 意 見 
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 記 載 上 の 留 意 事 項 

 

１    内は、特定医師の診察に基づいて記載すること。 

 

２ 今回の入院年月日の欄は、今回貴病院に入院した年月日を記載し、入院形態の欄にそのときの

入院形態を記載すること。（特定医師による入院を含む。その場合は「第33条の７第２項入院」と

記載すること。）なお、複数の入院形態を経ている場合には、順に記載すること。 

 

３ 生活歴及び現病歴の欄は、他診療所及び他病院での受診歴をも聴取して記載すること。 

 

４ 平成20年３月31日以前に広告している神経科における受診歴を精神科受診歴等に含むこととす

る。 

 

５ 初回及び前回入院期間の欄は、他病院での入院歴・入院形態をも聴取して記載すること。 

 

６ 現在の精神症状、その他の重要な症状、問題行動等、現在の状態像の欄は、一般にこの書類作

成までの過去数か月間に認められたものとし、主として最近のそれに重点を置くこと。 

 

７ 入院を必要と認めた特定医師氏名の欄は、特定医師自身が署名すること。 

 

８ 確認した精神保健指定医氏名の欄は、精神保健指定医自身が署名すること。 

 

９ 家族等の氏名欄は、親権者が両親の場合は２人目を記載すること。 

 

10 家族等の住所欄は、親権者が両親で住所が異なる場合に２つ目を記載すること。 

 

11 事後審査委員会意見は記録の場合について記載すること。 

 

12 選択肢の欄は、それぞれ該当する算用数字、ローマ数字等を○で囲むこと。 
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 別記第17号様式の4を削る。 

 別記第18号様式を次のように改める。 
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 別記第18号様式（第17条関係） 

医 療 保 護 入 院 者 の 退 院 届 

 
   年   月   日 

 

和歌山県知事         様 

 
病 院 名 

所 在 地 

管理者名 印 
 

下記の医療保護入院者が退院したので、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第33条の２

の規定により届け出ます。 

 

医 療 保 護 入 院 者 

フリガナ  
生 年

月 日
 

 
 

年  月  日生

（満  歳）
氏 名 （男･女）

住 所 
都 道  
府 県  

入 院 年 月 日 
（ 医療 保護入 院） 

         年    月    日 

退 院 年 月 日          年    月    日 

病 名 

1 主たる精神障害 

 

 

ICD カテゴリー(   )

2 従たる精神障害 

 

 

ICD カテゴリー(   )

3 身体合併症 

退 院 後 の 処 置 
1 入院継続（任意入院・措置入院・他科）  2 通院医療  3 転医 
4 死亡  5 その他（          ） 

退 院 後 の 帰 住 先 
1 自宅（ⅰ 家族と同居 ⅱ 単身）  2 施設 
3 その他（          ） 

帰 住 先 の 住 所 
都 道  
府 県 

訪 問 指 導 等 に 
関 す る 意 見 

 

障害福祉サービス等
の活用に関する意見 

 

主 治 医 氏 名  
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 記 載 上 の 留 意 事 項 
 
 

１ 入院年月日の欄は、第33条第１項又は第３項による医療保護入院の年月日を記載すること。 

 

２ 選択肢の欄は、それぞれ該当する算用数字、ローマ数字等を○で囲むこと。 
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 別記第19号様式中 
 
「

を      都道     郡市     町村        

     府県      区      区 
」

 
「

に、      都道  

     府県  
」

 

「保護者等」を「家族等」に改める。 

 別記第19号様式の2中「第33条の4第2項・第4項」を「第33条の7第2項」に、 
 
「

を      都道     郡市     町村        

     府県      区      区 
」

 
「

に、      都道  

     府県  
」

 

「保護者等」を「家族等」に改め、同様式記載上の留意事項中8を9とし、3から7までを4から8までとし、

2の次に次のように加える。 

3 平成20年3月31日以前に広告している神経科における受診歴を精神科受診歴に含むこととする。 

 別記第21号様式から別記第26号様式までを次のように改める。 
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別記第 21号様式(第 20条関係) 

同  意  書 

 

１．医療保護入院の同意の対象となる精神障害者本人 

住   所 

〒 

 

フ リ ガ ナ  

氏   名 
 

 

生年月日 年    月    日 

 

２．医療保護入院の同意者の申告事項 

住  所 

〒 〒 

 

 

フ リ ガ ナ   

氏   名 
 

 

 

生年月日 年   月   日  年   月   日  

本人との関係 

１ 配偶者 ２ 父母（親権者で ある・ない）３ 祖父母等 ４ 子・孫等 ５ 兄弟姉妹 

６ 後見人又は保佐人 ７ 家庭裁判所が選任した扶養義務者（             ）

             （選任年月日       年   月   日）

 なお、以下のいずれにも該当しないことを申し添えます。 

①本人と訴訟をした者、本人と訴訟をした者の配偶者又は直系血族 ②家庭裁判所で免ぜられた法定

代理人、保佐人、補助人 ③成年被後見人又は被保佐人 ④未成年者 

※親権者が両親の場合は、両親とも署名の上記載してください。 

また、住所は都道府県から記載してください。 

 

以上について、事実と相違ないことを確認した上で、１の者を貴病院に入院させることに同意し

ます。 

 

病院管理者 様 

年   月   日  

 

氏名          ○印   

氏名          ○印   
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別記第22号様式 削除 
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 別記第23号様式（第22条関係） 

措 置 入 院 者 の 定 期 病 状 報 告 書 

 

   年   月   日 

 和歌山県知事           様 

病 院 名 

所 在 地 

管理者名             印 

 

措 置 入 院 者 

フリガナ  

生年

月日
 

 

年   月   日生
 

(満   歳)
氏 名 (男･女)

住 所 
都 道  
府 県  

措 置 年 月 日  年    月    日

今回の入
院年月日

 年   月   日

入院形態
  

前回の定期報告年月日  年    月    日 

病 名 

1 主たる精神障害 

 

ICD カテゴリー (     )

2 従たる精神障害 

 

ICD カテゴリー (     )

3 身体合併症 

生 活 歴 及 び 現 病 歴 
 

推定発病年月、精神科

受診歴等を記載するこ

と。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(陳 述 者 氏 名                     続柄     ) 

初 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

前 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

初 回 か ら 前 回 ま で の 
入 院 回 数 

計     回 

過去６か月間（措置入院後
３か月の場合は３か月間）
の仮退院の実績 

計     回          延日数     日 

過去６か月間（措置入院
後３か月の場合は過去３
か月間）の治療の内容と
その結果 

 
問題行動を中心として
記載すること。 

 

今後の治療方針（再発防
止への対応含む。） 

 

処遇、看護及び指導の現状 

隔 離 ⅰ 多様  ⅱ 時々  ⅲ ほとんど不要 

注意必要度 ⅰ 常に厳重な注意  ⅱ 随時一応の注意  ⅲ ほとんど不要 

日常生活の 
介 助 指 導 
必 要 性 

ⅰ 極めて手間のかかる介助  ⅱ 比較的簡単な介助と指導 

ⅲ 生活指導を要する     ⅳ その他 (          ) 
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 重大な問題行動（Ａはこれまでの、
Ｂは今後起こるおそれある行動） 

現在の精神症状、その他の重要な症状、問題行動等、現在の状態像（該当のローマ数字及
び算用数字を○で囲むこと。） 

01 殺人 

02 放火 

03 強盗 

04 強姦 

05 強制わいせつ 

06 傷害 

07 暴行 

08 恐喝 

09 脅迫 

10 窃盗 

11 器物損壊 

12 弄火又は失火 

13 家宅侵入 

14 詐欺等の経済的な問

題行動 

15 自殺企図 

16 自傷 

17 その他 

00 ( ) 

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

 

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

＜現在の精神症状＞ 

Ⅰ 意識 

  1 意識混濁  2 せん妄  3 もうろう  4 その他 ( )

Ⅱ 知能（軽度障害、中等度障害、重度障害） 

Ⅲ 記憶 

  1 記銘障害  2 見当識障害  3 健忘  4 その他 ( )

Ⅳ 知覚 

  1 幻聴  2 幻視  3 その他 ( )

Ⅴ 思考 

  1 妄想  2 思考途絶  3 連合弛緩  4 滅裂思考  5 思考奔逸 

  6 思考制止  7 強迫観念  8 その他 ( )

Ⅵ 感情・情動 

  1 感情平板化  2 抑うつ気分  3 高揚気分  4 感情失禁 

  5 焦燥・激越  6 易怒性・被刺激性亢進  7 その他 ( )

Ⅶ 意欲 

  1 衝動行為  2 行為心迫  3 興奮  4 昏迷  5 精神運動制止 

  6 無為・無関心  7 その他 ( )

Ⅷ 自我意識 

  1 離人感  2 させられ体験  3 解離  4 その他 ( )

Ⅸ 食行動 

  1 拒食  2 過食  3 異食  4 その他 ( )

＜その他の重要な症状＞ 

  1 てんかん発作  2 自殺念慮  3 物質依存 ( )

  4 その他 ( )

＜問題行動等＞ 

  1 暴言  2 徘徊  3 不潔行為  4 その他 ( )

＜現在の状態像＞ 

  1 幻覚妄想状態  2 精神運動興奮状態  3 昏迷状態 

  4 統合失調症等残遺状態  5 抑うつ状態  6 躁状態  7 せん妄状態 

  8 もうろう状態  9 認知症状態  10 その他 ( )

診 察 時 の 特 記 事 項 

 

本報告に係る診察年月日 年    月    日 

診 察 し た 
精 神 保 健 指 定 医 氏 名 

署名 

 

審 査 会 意 見 

 

都 道 府 県 の 措 置 
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記 載 上 の 留 意 事 項 

 

１    内は、精神保健指定医の診察に基づいて記載すること。 

 

２ 今回の入院年月日の欄は、今回貴病院に入院した年月日を記載し、入院形態の欄にそのときの

入院形態を記載すること。（特定医師による入院を含む。その場合は「第33条第１項・第４項入院」、

「第33条第３項・第４項入院」又は「第33条の７第２項入院」と記載すること。）なお、複数の入

院形態を経ている場合には、順に記載すること。 

 

３ 生活歴及び現病歴の欄は、他診療所及び他病院での受診歴をも聴取して記載すること。 

 

４ 生活歴及び現病歴の欄は、前回報告のコピーの添付でもよいが、新たに判明した事実がある場

合には追加記載すること。 

 

５ 平成20年３月31日以前に広告している神経科における受診歴を精神科受診歴等に含むこととす

る。 

 

６ 初回及び前回入院期間の欄は、他病院での入院歴・入院形態をも聴取して記載すること。 

 

７ 重大な問題行動の欄には、Ａはこれまでに認められた問題行動を、Ｂは今後おそれのある問題

行動を指し、該当する全ての算用数字、Ａ及びＢを○で囲むこと。 

 

８ 現在の精神症状、その他の重要な症状、問題行動等、現在の状態像の欄は、一般にこの書類作

成までの過去数か月間に認められたものとし、主として最近のそれに重点を置くこと。 

 

９ 診察時の特記事項の欄は、被診察者の受診態度、表情、言語的及び非言語的なコミュニケーシ

ョンの様子、診察者が受ける印象等について記載すること。 

 

10 診断した精神保健指定医氏名の欄は、精神保健指定医自身が署名すること。 

 

11 選択肢の欄は、それぞれ該当する算用数字、ローマ数字等を○で囲むこと。 
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別記第24号様式（第23条関係） 

医療保護入院者の定期病状報告書 

 

   年   月   日 

 和歌山県知事          様 

病 院 名 

所 在 地 

管理者名               印 

 

医 療 保 護 入 院 者 

フリガナ  

生年

月日
 

 

年   月   日生
 

(満   歳)
氏 名 (男･女)

住 所 
都 道 
府 県 

医 療 保 護 入 院 年 月 日 

(第 3 3条第１項・第３項 

に よ る 入 院 ) 

 
年    月    日

 

今回の入
院年月日

 年   月   日

入院形態
  

前回の定期報告年月日     年    月    日 

病 名 

1 主たる精神障害 

 

 

 
ICD カテゴリー (     )

2 従たる精神障害 

 

 

 
ICD カテゴリー (     )

3 身体合併症 

生 活 歴 及 び 現 病 歴 

 

推定発病年月、精神科

受診歴等を記載するこ

と。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(陳 述 者 氏 名                     続柄     ) 

初 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

前 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

初 回 か ら 前 回 ま で の 
入 院 回 数 

計     回 

過去12か月間の外泊の 
実 績 

1 不定期的  2 定期的 (ⅰ 月単位  ⅱ 数か月単位  ⅲ 盆や正月)  3 なし 

過去12か月間の治療の内

容と、その結果及び通院

又は任意入院に変更でき

なかった理由 

 

症 状 の 経 過 1 悪化傾向  2 動揺傾向  3 不変  4 改善傾向 

今後の治療方針（患者本

人の病識や治療への意欲

を得るための取組につい

て） 
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退院に向けた取組の状況 

（選任された退院後生活

環境相談員との相談状

況、地域援助事業者の紹

介状況、医療保護入院者

退院支援委員会で決定し

た推定される入院期間等

について） 

 

 

 

 

 

 

 

選任された退院後生活環境相談員 

＜現在の精神症状＞ Ⅰ 意識 

  1 意識混濁  2 せん妄  3 もうろう  4 その他 ( )

Ⅱ 知能（軽度障害、中等度障害、重度障害） 

Ⅲ 記憶 

  1 記銘障害  2 見当識障害  3 健忘  4 その他 ( )

Ⅳ 知覚 

  1 幻聴  2 幻視  3 その他 ( )

Ⅴ 思考 

  1 妄想  2 思考途絶  3 連合弛緩  4 滅裂思考  5 思考奔逸  6 思考制止 

  7 強迫観念  8 その他 ( )

Ⅵ 感情・情動 

  1 感情平板化  2 抑うつ気分  3 高揚気分  4 感情失禁  5 焦燥・激越 

  6 易怒性・被刺激性亢進  7 その他 ( )

Ⅶ 意欲 

  1 衝動行為  2 行為心迫  3 興奮  4 昏迷  5 精神運動制止 

  6 無為・無関心  7 その他 ( )

Ⅷ 自我意識 

  1 離人感  2 させられ体験  3 解離  4 その他 ( )

Ⅸ 食行動 

  1 拒食  2 過食  3 異食  4 その他 ( )

 

＜その他の重要な症状＞   1 てんかん発作  2 自殺念慮  3 物質依存 ( )

  4 その他 ( )

 

＜問題行動等＞   1 暴言  2 徘徊  3 不潔行為  4 その他 ( )

 

＜現在の状態像＞   1 幻覚妄想状態  2 精神運動興奮状態  3 昏迷状態 

  4 統合失調症等残遺状態  5 抑うつ状態  6 躁状態  7 せん妄状態 

  8 もうろう状態  9 認知症状態  10 その他 ( )

本報告に係る診察年月日     年    月    日 

診 断 し た 
精 神 保 健 指 定 医 氏 名 

署名 

 

審 査 会 意 見 

 

都 道 府 県 の 措 置 
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記 載 上 の 留 意 事 項 

 

１    内は、精神保健指定医の診察に基づいて記載すること。 

 

２ 今回の入院年月日の欄は、今回貴病院に入院した年月日を記載し、入院形態の欄にそのときの

入院形態を記載すること。（特定医師による入院を含む。その場合は「第33条第１項・第４項入院」、

「第33条第３項・第４項入院」又は「第33条の７第２項入院」と記載すること。）なお、複数の入

院形態を経ている場合には、順に記載すること。 

 

３ 生活歴及び現病歴の欄は、他診療所及び他病院での受診歴をも聴取して記載すること。 

 

４ 生活歴及び現病歴の欄は、前回報告のコピーの添付でもよいが、新たに判明した事実がある場

合には追加記載すること。 

 

５ 平成20年３月31日以前に広告している神経科における受診歴を精神科受診歴等に含むこととす

る。 

 

６ 初回及び前回入院期間の欄は、他病院での入院歴・入院形態をも聴取して記載すること。 

 

７ 入院後の診察により精神症状が重症であって、かつ、慢性的な症状を呈することにより入院の

継続が明らかに必要な病状であること等により１年以上の入院が必要であると判断される場合に

は、「過去12か月間の治療の内容と、その結果及び通院又は任意入院に変更できなかった理由」の

欄にその旨を記載すること。 

 

８ 「退院に向けた取組の状況」の欄については、 

① 退院後生活環境相談員との最初の相談を行った時期やその後の相談の頻度等 

② 地域援助事業者の紹介の有無や紹介した地域援助事業者との相談の状況等 

③ 医療保護入院者退院支援委員会での審議状況等 

について記載することとし、③については、必要に応じて医療保護入院者退院支援委員会におけ

る審議結果記録の写しを添付した上で、その旨同欄に明記すること。 

 

９ 現在の精神症状、その他の重要な症状、問題行動等、現在の状態像の欄は、一般にこの書類作

成までの過去数か月間に認められたものとし、主として最近のそれに重点を置くこと。 

 

10 診断した精神保健指定医氏名の欄は、精神保健指定医自身が署名すること。 

 

11 選択肢の欄は、それぞれ該当する算用数字、ローマ数字等を○で囲むこと。 
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別記第 25号様式(第 24 条関係) 

 

措置入院者仮退院許可申請書 

 

年   月   日  

 

 

  和歌山県知事 様 

病 院 名   

所 在 地   

管理者名               印 

 

 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第 40条の規定により、次のとおり申請します。 

措 置 入 院 者 

帰 住 地 
都 道

府 県

措置入院 

年 月 日 
年   月   日 

氏 名 
( 男・女 )

生 年

月 日
年  月  日

家 族 等 

住 所 
都 道

府 県
 

氏 名 

(満  歳)

本人との

続 柄
 

職 業  

病 名   転 帰   

仮 退 院 予 定

期 日 及 び 期 間 

年   月   日から

年   月   日まで
期 間 日間

仮 退 院 さ せ る 

理 由 
  

症状の概要及び 

仮退院中の治療 

計 画 
  

診 断 し た 精 神 

保健指定医氏名 ○印 

参 考 事 項   
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別記第 26号様式(第 24 条関係) 

 

仮 退 院 者 再 入 院 届 

 

年   月   日  

 

 

  和歌山県知事 様 

 

病 院 名          

所 在 地          

管理者名              印 

 

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行細則第24条第２項の規定により、次のとおり 

届け出ます。 

措 置 入 院 者 

帰 住 地 
都 道

府 県

氏 名  ( 男・女 ) 

生年月日 年   月   日 

仮 退 院 許 可 

期 間 
年   月   日から      年   月   日まで 

再 入 院 

年 月 日 
年    月    日 

家 族 等 

住 所 
都 道

府 県
 

氏 名 

(満  歳)

本人との 

続 柄 
 

職 業  

症 状 及 び 

管 理 者 の 

意 見 
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   附 則 

 （施行期日） 

1 この規則は、平成26年4月1日から施行する。 

 （経過措置） 

2 この規則による改正前の精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行細則別記第1号様式、別記第2

号様式、別記第6号様式、別記第8号様式から別記第10号様式まで、別記第12号様式、別記第12号様式の2、

別記第16号様式の2、別記第18号様式から別記第19号様式の2まで、別記第25号様式及び別記第26号様式

による用紙は、当分の間、必要な調整をして使用することができる。 

 

和歌山県規則第8号 

 精神科病院に入院中の任意入院者の症状等の報告に関する条例施行規則の一部を改正する規則を次のよ

うに定める。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

精神科病院に入院中の任意入院者の症状等の報告に関する条例施行規則の一部を改正する規則 

 精神科病院に入院中の任意入院者の症状等の報告に関する条例施行規則（平成19年和歌山県規則第57

号）の一部を次のように改正する。 

 別記様式を次のように改める。 
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別記様式(第2条関係) 

任意入院患者の定期病状報告書 

 

   年   月   日 

 和歌山県知事 様 

病 院 名 

所 在 地 

管理者名            印 

 

任 意 入 院 患 者 

フリガナ  

生年

月日
 

 

年   月   日生
 

(満  歳)
氏 名 (男･女)

住 所 
都 道  

府 県  

任 意 入 院 年 月 日 
( 第 2 0 条 に よ る 入 院 ) 

 
年    月    日

 

今回の入
院年月日

 年   月   日

入院形態
  

前 回 の 定 期 報 告 年 月     年    月    日 

病 名 

1 主たる精神障害 

 

 

ICD カテゴリー (     )

2 従たる精神障害 

 

 

ICD カテゴリー (     )

3 身体合併症 

生 活 歴 及 び 現 病 歴 

 

推定発病年月、精神科

受診歴等を記載するこ

と。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

(陳 述 者 氏 名                     続柄     ) 

初 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

前 回 入 院 期 間 
    年    月    日 ～          年    月    日 

(入院形態                ) 

初 回 か ら 前 回 ま で の 
入 院 回 数 

計     回 

過去12か月間の外泊の 
実 績 

1 不定期的  2 定期的 (ⅰ 月単位  ⅱ 数か月単位  ⅲ 盆や正月)  3 なし 

過去12か月間の治療の内

容とその結果（過去12か

月間に行動制限が行われ

た際はその必要性につい

て） 
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症 状 の 経 過 1 悪化傾向  2 動揺傾向  3 不変  4 改善傾向 

任意入院継続の必要性

（通院へ変更ができない

理由について具体的に説

明すること。） 

 

今後の退院へ向けた取組  

＜現在の精神症状＞ Ⅰ 意識 

  1 意識混濁  2 せん妄  3 もうろう  4 その他 ( )

Ⅱ 知能（軽度障害、中等度障害、重度障害） 

Ⅲ 記憶 

  1 記銘障害  2 見当識障害  3 健忘  4 その他 ( )

Ⅳ 知覚 

  1 幻聴  2 幻視  3 その他 ( )

Ⅴ 思考 

  1 妄想  2 思考途絶  3 連合弛緩  4 滅裂思考  5 思考奔逸  6 思考制止 

  7 強迫観念  8 その他 ( )

Ⅵ 感情・情動 

  1 感情平板化  2 抑うつ気分  3 高揚気分  4 感情失禁  5 焦燥・激越 

  6 易怒性・被刺激性亢進  7 その他 ( )

Ⅶ 意欲 

  1 衝動行為  2 行為心迫  3 興奮  4 昏迷  5 精神運動制止 

  6 無為・無関心  7 その他 ( )

Ⅷ 自我意識 

  1 離人感  2 させられ体験  3 解離  4 その他 ( )

Ⅸ 食行動 

  1 拒食  2 過食  3 異食  4 その他 ( )

 

＜その他の重要な症状＞   1 てんかん発作  2 自殺念慮  3 物質依存 ( )

  4 その他 ( )

 

＜問題行動等＞   1 暴言  2 徘徊  3 不潔行為  4 その他 ( )

 

＜現在の状態像＞   1 幻覚妄想状態  2 精神運動興奮状態  3 昏迷状態 

  4 統合失調症等残遺状態  5 抑うつ状態  6 躁状態  7 せん妄状態 

  8 もうろう状態  9 認知症状態  10 その他 ( )

本報告に係る診察年月日    年    月    日 

診 断 し た 主 治 医 氏 名 署名 

 

審 査 会 意 見 

 

都 道 府 県 の 措 置 
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記 載 上 の 留 意 事 項 

 

１    内は、主治医の診察に基づいて記載すること。 

 

２ 今回の入院年月日の欄は、今回貴病院に入院した年月日を記載し、入院形態の欄にそのと

きの入院形態を記載すること。（特定医師による入院を含む。その場合は「第33条第１項・

第４項入院」、「第33条第３項・第４項入院」又は「第33条の７第２項入院」と記載すること。） 

なお、複数の入院形態を経ている場合には、順に記載すること。 

 

３ 生活歴及び現病歴の欄は、他診療所及び他病院での受診歴をも聴取して記載すること。 

 

４ 生活歴及び現病歴の欄は、前回報告のコピーの添付でもよいが、新たに判明した事実があ

る場合には追加記載すること。 

 

５ 平成20年３月31日以前に広告している神経科における受診歴を精神科受診歴等に含むこ

ととする。 

 

６ 初回及び前回入院期間の欄は、他病院での入院歴・入院形態をも聴取して記載すること。 

 

７ 入院後の診察により精神症状が重症であって、かつ、慢性的な症状を呈することにより入

院の継続が明らかに必要な病状であること等により１年以上の入院が必要であると判断さ

れる場合には、「任意入院継続の必要性」の欄にその旨を記載すること。 

 

８ 入院時より６か月の間に、開放処遇が制限された者の６か月経過時の報告においては、

「過去12か月間」とあるのは「過去６か月間」と読み替えること。 

 

９ 現在の精神症状、その他の重要な症状、問題行動等、現在の状態像の欄は、一般にこの書

類作成までの過去数か月間に認められたものとし、主として最近のそれに重点を置くこと。 

 

10 診断した主治医氏名の欄は、主治医自身が署名すること。 

 

11 選択肢の欄は、それぞれ該当する算用数字、ローマ数字等を○で囲むこと。 
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   附 則 

 （施行期日） 

1 この規則は、平成26年4月1日から施行する。 

 （経過措置） 

2 この規則による改正前の精神科病院に入院中の任意入院者の症状等の報告に関する条例施行規則別記

様式による用紙は、当分の間、必要な調整をして使用することができる。 

 

和歌山県規則第9号 

 和歌山県営住宅条例施行規則の一部を改正する規則を次のように定める。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

和歌山県営住宅条例施行規則の一部を改正する規則 

 和歌山県営住宅条例施行規則（平成9年和歌山県規則第95号）の一部を次のように改正する。 

 第1条の3第1項第8号中「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」を「配偶者からの暴

力の防止及び被害者の保護等に関する法律」に改める。 

 第30条中「20万円以上60万1,000円以下」を「15万8,000円以上48万7,000円以下」に改める。 

 別記第1号様式中 
 
「 

（C） 

住宅に困って

いる現況 

 

（注） 

あてはまるも

のに○印をつ

け、記入して

ください。 

（1） いま住んでいる住宅の種類            （3） 現在の家族構成   人（本人を含む。） 

ア 親族の持家  イ 民間賃貸住宅              本人・配偶者・子ども・父・母 

ウ 社宅・寮   エ 間借り                 兄弟姉妹・その他（          ） 

オ その他（             ）      （4） 住宅に困っている理由 

（2） 申込者・県営住宅に入居しようとする者        ア 家賃が高い   イ 他の世帯と同居している 

    の中に家屋の所有者が                ウ 正当な理由による立退きの要求を受けている 

      ア いる  イ  いない            エ 結婚するため（   年  月予定） 

 （注）アに○印をされた方は、県営住宅入居前に      オ その他 

    所有権を移転する必要があります。           （                   ） 

を

 （D） 

 

世帯の

種類 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 

あては 

まるも 

のに○ 

印をつ 

けてく 

ださい。 

単 

 

身 

 

者 

1 高齢者（60歳以上の者又は昭和31年4月1日以前に生まれた者） 

2 身体障害者（1級から4級）           3 精神障害者（1級から3級） 

4 知的障害者（A1からB2）            5 戦傷病者 

6 原子爆弾被爆者                7 生活保護被保護者 

8 中国残留邦人等に係る支援給付受給者      9 5年以内の海外引揚者 

10 ハンセン病療養所入所者等           11 配偶者からの暴力に係る被害者 

 

世 

 

 

 

 

帯 

51 高齢者世帯  申込者本人が60歳以上又は昭和31年4月1日以前に生まれた者であって、かつ、同居者のいず 

         れもが60歳以上若しくは昭和31年4月1日以前に生まれた者又は18歳未満の者であること。 

52 母子・父子世帯                53 身体障害者世帯（1級から4級） 

54 身体障害者世帯（5級から6級）         55 精神障害者世帯（1級・2級） 

56 精神障害者世帯（3級）             57 知的障害者世帯（A1・A2・B1） 

58 知的障害者世帯（B2）             59 生活保護世帯 

60 戦傷病者世帯                 61 原子爆弾被爆者世帯 

62 5年以内の海外引揚者              63 ハンセン病療養所入所者等世帯 

64 多子世帯（18歳未満の児童を3人以上扶養）    65 配偶者からの暴力に係る被害者世帯 

66 小学校就学前の子どものいる世帯        67 犯罪被害者等世帯 

68 その他（一般世帯など） 

」
 
「 

（C） 

住宅に困って

いる現況 

 

あてはまるものに○印をつけ、記入してください。 
 
（1） いま住んでいる住宅の種類            （3） 現在の家族構成   人（本人を含む。） 

ア 親族の持家  イ 民間賃貸住宅              本人・配偶者・子ども・父・母 

ウ 社宅・寮   エ 間借り                 兄弟姉妹・その他（          ） 

オ その他（             ）      （4） 住宅に困っている理由 

（2） 申込者・県営住宅に入居しようとする者        ア 家賃が高い   イ 他の世帯と同居している

    の中に家屋の所有者が                ウ 正当な理由による立退きの要求を受けている 

      ア いる   イ いない            エ 結婚するため（   年  月予定 ） 

（注）アに○印をされた方は、県営住宅入居前に        オ その他 

   所有権を移転する必要があります。            （                   ） 

 

 (D) 

世帯の人数 

あてはまるものに○印をつけてください。 
 
1 2人以上世帯                     2 単身世帯 

に 
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 (E) 

世帯の種類 
あてはまるものに○印をつけてください。 
 
 1 高齢者世帯  申込者本人が60歳以上又は昭和31年4月1日以前に生まれた単身者 

又は申込者本人が60歳以上又は昭和31年4月1日以前に生まれた者であって、かつ、同居者のいず

れもが60歳以上若しくは昭和31年4月1日以前に生まれた者又は18歳未満の者であること。 

2 身体障害者世帯（1級から4級）      12 ハンセン病療養所入所者等世帯 

3 身体障害者世帯（5級・6級）       13 小学校就学前の子どものいる世帯 

4 精神障害者世帯（1級・2級）       14 生活保護世帯 

5 精神障害者世帯（3級）          15 中国残留邦人等に係る支援給付受給者 

6 知的障害者世帯（A1・A2・B1）      16 母子・父子世帯 

7 知的障害者世帯（B2）          17 多子世帯（18歳未満の児童を3人以上扶養） 

8 難病患者世帯              18 配偶者からの暴力に係る被害者世帯 

9 戦傷病者世帯              19 犯罪被害者等世帯 

10 原子爆弾被爆者世帯           20 公共的な事業の施行に伴い立退きの要求を受けた世帯 

11 5年以内の海外引揚者           21 その他（一般世帯など） 

」

 

 

改める。 

 別記第13号様式及び別記第19号様式中 
 
「

算 出 さ れ る 家 賃 の 月 額       円（ 年 月 日から 年 月 日まで） 

」

を 

 
「

認定した収入により算出される 

家賃の月額 

 

      円（ 年 月 日から 年 月 日まで） 

 

 
に 

 納 付 す べ き 家 賃 の 月 額 
      円（ 年 月 日から 年 月 日まで） 

      円（ 年 月 日から 年 月 日まで） 
」

 

改める。 

 別記第20号様式中 
 
「

算 出 さ れ る 家 賃 の 月 額       円（ 年 月 日から明渡しの期限まで） 

」

を 

 
「

認定した収入により算出される 

家賃の月額 

 

      円（ 年 月 日から 年 月 日まで） 

 

 
に 

 納 付 す べ き 家 賃 の 月 額 
      円（ 年 月 日から 年 月 日まで） 

      円（ 年 月 日から 年 月 日まで） 
」

 

改める。 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

    人事委員会規則 

和歌山県人事委員会規則第1号 

 職員の給与に関する規則の一部を改正する規則を次のように定める。 

  平成26年2月21日 

和歌山県人事委員会委員長 守 屋 駿 二  

   職員の給与に関する規則の一部を改正する規則 

 職員の給与に関する規則（昭和32年和歌山県人事委員会規則第23号）の一部を次のように改正する。 

 付則に次の1項を加える。 
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 （地域手当の特例） 

11 条例第14条の2第1項の人事委員会規則で定める地域及び同条第3項の地域手当の級地は、平成26年4月

1日から平成28年3月31日までの間においては、第9条の2に定めるもののほか、次の表に定めるとおりと

する。 
 

支給地域 級地 

神奈川県伊勢原市 4級地 

 

   附 則 

 この規則は、平成26年4月1日から施行する。 

    告     示 

和歌山県告示第158号 

 生活保護法（昭和25年法律第144号）第49条の規定（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国

後の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）第14条第4項の規定においてその例によるものとされ

る場合を含む。）により指定した医療機関の変更について届出があったので、次のとおり告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

指 定 

番 号 

変更事項（名称） 
所 在 地 

変 更

年月日旧 新 

海南薬 

27-16 

スマイル海南駅前調剤薬局 調剤薬局ツルハドラッグ海南駅

前店 

海南市名高555-7 平成 

25.10.21

 

和歌山県告示第159号 

 生活保護法（昭和25年法律第144号）第49条の規定（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国

後の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）第14条第4項の規定においてその例によるものとされ

る場合を含む。）により指定した医療機関の変更について届出があったので、次のとおり告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

指 定 

番 号 

変更事項（名称） 
所 在 地 

変 更

年月日旧 新 

海南薬 

35-20 

スマイル温山荘前調剤薬局 調剤薬局ツルハドラッグ温山荘

前店 

海南市船尾365-16 平成 

25.10.21

 

和歌山県告示第160号 

 生活保護法（昭和25年法律第144号）第49条の規定（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国

後の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）第14条第4項の規定においてその例によるものとされ

る場合を含む。）により指定した医療機関から廃止の届出があったので、次のとおり告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

指 定 

番 号 
名   称 所  在  地 

廃 止

年月日

海南薬 

27-16 

調剤薬局ツルハドラッグ海南駅前店 海南市名高555-7 平成 

25.11.15
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和歌山県告示第161号 

 生活保護法（昭和25年法律第144号）第49条の規定（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国

後の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）第14条第4項の規定においてその例によるものとされ

る場合を含む。）により指定した医療機関から廃止の届出があったので、次のとおり告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

指 定 

番 号 
名   称 所  在  地 

廃 止

年月日

海南薬 

35-20 

調剤薬局ツルハドラッグ温山荘前店 海南市船尾365-16 平成 

25.11.15

 

和歌山県告示第162号 

 生活保護法（昭和25年法律第144号）第49条の規定（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国

後の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）第14条第4項の規定においてその例によるものとされ

る場合を含む。）により指定した医療機関から休止の届出があったので、次のとおり告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

指 定 

番 号 
名   称 所  在  地 

休 止

年月日

田歯 

46-16 

鈴木歯科診療所 田辺市新屋敷町42-2 平成 

26.1.1 

 

和歌山県告示第163号 

 生活保護法（昭和25年法律第144号）第49条の規定（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国

後の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）第14条第4項の規定においてその例によるものとされ

る場合を含む。）により医療機関を指定したので、次のとおり告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

指 定 

番 号 
名   称 所  在  地 

指 定

年月日

海南薬 

45-25 

調剤薬局ツルハドラッグ海南駅前店 海南市名高555-7 平成 

25.11.16

 

和歌山県告示第164号 

 生活保護法（昭和25年法律第144号）第49条の規定（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国

後の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）第14条第4項の規定においてその例によるものとされ

る場合を含む。）により医療機関を指定したので、次のとおり告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

指 定 

番 号 
名   称 所  在  地 

指 定

年月日

海南薬 

46-25 

調剤薬局ツルハドラッグ温山荘前店 海南市船尾365-16 平成 

25.11.16
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和歌山県告示第165号 

 生活保護法（昭和25年法律第144号）第54条の2の規定（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰

国後の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）第14条第4項の規定においてその例によるものとさ

れる場合を含む。）により介護機関を指定したので、次のとおり告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

申請者の名称 
主たる事務所の 

所  在  地 

指定事業所の 

名    称 

指定事業所の 

所  在  地 
サービスの種類 

指 定

年月日

有限会社夢 海南市船尾179 通所介護事業所輝 海南市日方1242-6 通所介護・介護

予防通所介護 

平成 

26.2.3 

 

和歌山県告示第166号 

 生活保護法（昭和25年法律第144号）第54条の2の規定（中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰

国後の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）第14条第4項の規定においてその例によるものとさ

れる場合を含む。）により介護機関を指定したので、次のとおり告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

申請者の名称 
主たる事務所の 

所  在  地 

指定事業所の 

名    称 

指定事業所の 

所  在  地 
サービスの種類 

指 定

年月日

株式会社Orange M.S

.Y 

御坊市島280-11 ケア・ステーション

こはる 

御坊市島280-11 訪問介護・介護予

防訪問介護 

平成 

26.2.4 

 

和歌山県告示第167号 

 生活保護法（昭和25年法律第144号）第55条において準用する同法第49条の規定（中国残留邦人等の円

滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律（平成6年法律第30号）第14条第4項の規定にお

いてその例によるものとされる場合を含む。）により施術機関を指定したので、次のとおり告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

指 定 

番 号 
氏   名 名     称 所  在  地 

指 定

年月日

橋柔 

28-25 

新田幸生 新田鍼灸整骨院 橋本市あやの台1-44-1 平成 

26.1.22 

 

和歌山県告示第168号 

 平成25年12月4日付けで計画認可した日高川町営換地計画（橋谷地区）については、換地処分が完了し

たので、土地改良法（昭和24年法律第195号）第96条の4において準用する同法第54条第4項の規定により、

この旨を公告する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

 

和歌山県告示第169号 

 和歌山県木材業者等の登録に関する条例（昭和45年和歌山県条例第14号）第4条第1号に掲げる事項の変

更について次のとおり届出があった。 
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  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

登 録 者 の 

氏名又は名称 
変更事項 新 旧 

変 更 

年月日 

清水森林組合 代表者の氏名 代表理事組合長 福本勝次 代表理事組合長 大田貢 
平成 

26.1.31 

 

和歌山県告示第170号 

 農林水産大臣から次のように保安林の指定の解除をする予定である旨の通知を受けたから、森林法（昭

和26年法律第249号）第30条の規定により、告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

1 解除予定保安林の所在場所 岩出市安上字東谷821の34、821の36、821の42、821の44（以上4筆国有

林） 

2 保安林として指定された目的 土砂の崩壊の防備 

3 解除の理由 道路用地とするため 

 

和歌山県告示第171号 

 農林水産大臣から次のように保安林の指定の解除をする予定である旨の通知を受けたから、森林法（昭

和26年法律第249号）第30条の規定により、告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

1 解除予定保安林の所在場所 岩出市安上字東谷824の13（国有林） 

2 保安林として指定された目的 干害の防備 

3 解除の理由 道路用地とするため 

 

和歌山県告示第172号 

 農林水産大臣から次のように保安林の指定の解除をする予定である旨の通知を受けたから、森林法（昭

和26年法律第249号）第30条の規定により、告示する。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

1 解除予定保安林の所在場所 和歌山市湯屋谷字小野山・岩出市山字小野山（以上2市国有林。次の図に

示す部分に限る。）、字池ノ前217の28（国有林。次の図に示す部分に限る。） 

2 保安林として指定された目的 土砂の流出の防備 

3 解除の理由 道路用地とするため 

 （「次の図」は、省略し、その図面を和歌山県庁、海草振興局及び那賀振興局並びに和歌山市役所及び

岩出市役所に備え置いて縦覧に供する。） 

 

和歌山県告示第173号 

 次のように道路の供用を開始するので、道路法（昭和27年法律第180号）第18条第2項の規定に基づき、

告示する。 

 その関係図面は、和歌山県県土整備部道路局道路保全課において告示の日から30日間一般の縦覧に供す

る。 

  平成26年2月21日 



    和歌山県報  第 2532 号 平成 26 年 2 月 21 日（金曜日） 

－ 42 － 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

道路の種類 県道 

路線名 粉河加太線 

供用開始の区間 和歌山市六十谷字下沼8番6地先から同市園部字南部935番1地先まで（ただし、関係図

面に表示する部分のみ。） 

供用開始の期日 平成26年2月24日 午後2時 

 

和歌山県告示第174号 

 道路法（昭和27年法律第180号）第18条第1項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更したので告

示する。 

 この関係図面は、和歌山県県土整備部道路局道路保全課において告示の日から30日間一般の縦覧に供す

る。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

1 道路の種類 県道 

2 路線名 高野口野上線 

区     間 新旧の別 

敷 地 の 

幅  員 

 

延  長 

 

備     考 

メートル メートル メートル

伊都郡かつらぎ町大字日高字下

向山4番2地先から同町大字御所

字堂山59番1地先まで 

旧 
4.30

～

44.40
1,193.00

男渕橋        L=8.30

一般国道480号との重用延長528.

00メートルを含む。 

同上 新 
4.30

～

44.40
1,193.00

男渕橋        L=8.30

一般国道480号との重用延長528.

00メートルを含む。 

同上 新 
7.21

～

61.93
653.45

御所夫婦橋 

男橋         L=55.50

女橋         L=48.60

 

和歌山県告示第175号 

 次のように道路の供用を開始するので、道路法（昭和27年法律第180号）第18条第2項の規定に基づき、

告示する。 

 その関係図面は、和歌山県県土整備部道路局道路保全課において告示の日から30日間一般の縦覧に供す

る。 

  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

道路の種類 県道 

路線名 高野口野上線 

供用開始の区間 伊都郡かつらぎ町大字日高字下向山4番2地先から同町大字御所字堂山59番1地先まで 

供用開始の期日 平成26年2月21日 

 

和歌山県告示第176号 

 河川工事により廃川敷地が生じたので、河川法施行令（昭和40年政令第14号）第49条の規定により、次

のとおり告示する。 

 なお、その関係図面は、和歌山県県土整備部河川・下水道局河川課に備え置いて縦覧に供する。 
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  平成26年2月21日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

1 河川の名称 二級河川日高川 

2 廃川敷地が生じた年月日 平成26年2月21日 

3 廃川敷地の位置 御坊市野口字下新田914番1地先、字下新田916番1地先 

4 廃川敷地の種類及び面積 土地491.51㎡ 
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